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今年度の学校経営ビジョンを達成するために、１７の努力目標を年度当初

に作成しました。その目標がどの程度達成できたか、生徒・保護者・教員に自己評価をしてもらい

ました。その結果、それぞれの評価者のワースト３となった項目は次のとおりです。 

※自己評価は 4 点満点で、（ ）の数字はそれぞれの評価者の平均点です。  

◆生徒 

（3.1） 何事にも積極的にチャレンジしていますか。 

（3.1） 気になることや悩みがあったら、気軽に先生に相談していますか。 

（3.３） 将来の夢や希望をもっていますか。 

（3.3） 食べ物を大切にし、好き嫌いをせずに食事をしていますか。 

◆保護者 

（2.9） 気になることや悩みがあるときは、気軽に先生に相談していると思いますか。 

（3.0） 進んで読書をしていると思いますか。 

（3.1） 将来の夢や希望をもっていると思いますか。 

◆教員 

（2.2） 一人１授業を通して、授業力の向上を図る。 

（2.6） 活用問題を解かせることで、思考力・表現力の向上を図る。 

（3.1） 学習委員会やＰＴＡと連携して、読書意欲を高める活動を行う。 

 

生徒は、今年度の生徒会スローガンでも、「自ら挑戦する」ことを掲げて 1 年間活動してきまし

た。自己評価は低かったものの、生徒一人一人の意識が高まり、その成果も少しずつ形となって現

れてきたように思います。今後は、将来の夢や希望をもち、その実現に向けて努力することができ

るようにサポートしていきたいと考えています。 

一方で、教師自身の課題も明確となっています。今年度は、「GIGA スクール構想」に基づいて、

タブレットの操作方法が職員研修の中心となりました。次年度は、生徒一人一人の能力に応じてタ

ブレットを活用し、思考力や表現力を高めていくことが課題といえます。なお、すべてのアンケー

ト結果とその考察については、後日配付いたします。 

 

２月１７日（木）に予定していた第３回学校運営協議会は、中止とな

りました。5 人の協議会委員の方々には、上記のアンケート結果をもとに、今年度の成果や課題な

どについて意見をいただきました。その中から主なものをご紹介します。 

○タブレットを使った授業の参観や、参観日に性教育を実施してほしい。 

○読書量を増やす取組や偏食をなくす取組を、家庭と協力して進めてほしい。 

○榎原小中ならではの連携した取組をさらに進めてほしい。 

なお、学校関係者評価につきましては、学校のホームページにも掲載します。 

 

２月２２日（火）に立志式を実施しまし

た。当初予定していた講演は中止しましたが、2 年生がステージ

発表（決意表明・群読・手話合唱）を行い、3 年生が激励の言葉

を贈りました。決意発表では、在校生や保護者を前に、将来の夢

や家族への感謝の気持ちを述べ、最上級生になる覚悟を新たにし

ました。 



 

 

 
 

文部科学省からの委託を受けた

ＮＰＯ法人等が、学校に専門家を

派遣して授業を行うサポート事

業があります。榎原中では、体育

の授業にその事業を活用し、創作

ダンスの授業を行いました。残念

ながら今回は、対面での授業ができなくなったため、3 名

の講師の先生が、それぞれの活動場所（大阪・札幌・東京）

からリモートで参加するオンライン授業となりました。生徒は、タブレットの画面越しに講

師の先生とやり取りしながら、楽しく創作ダンスに取り組んでいました。 

 
３年の星野月姫さんが本年度の善行生徒として表彰されま

した。月姫さんは、生徒会長として生徒会活動を常にリードしその
中心となって活動しました。特に、朝のボランティア活動や集会活
動などの生徒会行事を充実させるために、さまざまなアイデアを出
してくれました。また、学校行事においても、榎原小・中学校合同
運動会で団長を務め、応援内容を工夫したり、自ら競技に一生懸命
取り組んだりして、他の児童・生徒の模範となるような言動を心が
けていました。学習面においても、自発的に教科担任に質問するな
ど、意欲的に取り組み、学力向上に努めました。さらに部活動でも、

音楽部の部長として、日々の練習や文化祭の発表などにおいても、リーダーシップを
発揮して部をまとめてくれました。 

１ 火  １７ 木  

２ 水  １８ 金  

３ 木  １９ 土  

４ 金  ２０ 日  

５ 土  ２１ 月 春分の日 

６ 日  ２２ 火  

７ 月  ２３ 水  

８ 火 県立一般入試 ２４ 木  

９ 水 県立一般入試 ２５ 金 修了の日 

１０ 木  ２６ 土  

１１ 金 送別行事 弁当の日 ２７ 日  

１２ 土  ２８ 月  

１３ 日  ２９ 火  

１４ 月  ３０ 水 離任式 

１５ 火  ３１ 木  

１６ 水 第７５回卒業式    

 

立春が過ぎても、グラウンドには霜がおり、一面真っ白になる日もあり

ました。正門前にあるセンダンの老木は、葉がすべて落ちてしまった後も、びっしりと実が

残り、それを目当てに多くの野鳥がやってきました。そのうち、枝についていた実もほとん

ど地面に落ちてしまうと、地上まで降りてきて、実をついばんでいました。おかげで、普段

はなかなか見かけることのできない野鳥を、身近で観察することができました。 

 



 

 


